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一
　
は
じ
め
に

　
社
会
学
は
、
今
、
「
知
の
困
難
」
の
状
態
の
只
中
に
い
る
。
現
代
社
会
を
取
り
巻
く
多
く
の
環
境
変
化
の
中
で
、
社
会
学
は
今
ま

で
の
方
法
や
分
析
の
道
具
を
使
っ
て
果
た
し
て
二
一
世
紀
ま
で
生
き
延
び
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
筆
者
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
号
の
『
三
色
旗
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
補
助
教
材
）
に
お
い
て
、
「
現
代
社
会
学
と
知
の
地

平
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
、
他
の
社
会
学
研
究
者
と
の
「
対
談
」
を
行
っ
た
後
に
、
「
現
代
社
会
と
社
会
学
の
『
知
の
困
難
』
」
と

い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
「
知
の
困
難
」
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

「
さ
ら
に
本
質
的
な
問
題
と
し
て
、
社
会
学
の
基
本
的
な
諸
概
念
、
例
え
ば
、
行
為
、
関
係
、
集
団
、
制
度
、
構
造
な
ど
が
果
た
し
て
『
現

代
社
会
』
を
ど
こ
ま
で
分
析
し
得
る
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。
個
人
の
行
為
が
基
礎
に
あ
っ
て
、
相
互
作
用
や
関
係
性
に
よ
っ
て
、
集
団
を
形

成
し
、
集
団
は
社
会
制
度
や
全
体
社
会
の
側
か
ら
は
組
織
や
社
会
構
造
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
学
の
理
解
の
仕
方
は
、
そ

れ
な
り
の
論
理
を
伴
っ
た
筋
道
の
通
っ
た
考
え
方
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
個
人
の
行
為
を
基
本
的
単
位
と
し
な
が
ら
、
個
人
の
総
和

以
上
の
「
社
会
」
の
側
か
ら
個
人
を
と
ら
え
る
視
点
が
混
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
家
族
や
学
校
集
団
、
職
場
の
集
団
な
ど
い
わ
ゆ

る
「
小
社
会
」
が
機
能
し
て
い
た
今
ま
で
の
社
会
状
況
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
連
続
戦
上
の
と
ら
え
か
た
に
も
一
定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
個
人
と
個
人
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ば
か
り
が
肥
大
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
の
社
会
状
況
の
中
で
、
今
後
二
一
世
紀
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

代
に
『
社
会
学
』
の
基
礎
概
念
は
果
た
し
て
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
た
上
で
、
筆
者
が
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

変
化
－
余
暇
と
自
己
実
現
を
中
心
に
！
」
（
『
法
学
研
究
』
第
六
七
第
二
一
号
、
｝
九
九
四
年
一
二
月
）
及
び
「
再
帰
性
と
自
己
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

定
権
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
1
」
（
田
中
宏
・
大
石
裕
編
『
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政

治
学
科
開
設
百
年
記
念
出
版
）
』
所
収
、
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
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本
稿
の
主
題
で
あ
る
社
会
学
用
語
と
し
て
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
概
念
は
、
今
か
な
り
広
範
囲
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
ー
」
に
お
い
て
、
私
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
に
対
し
て
、
自
己
の
完
結
性
を
放
棄
し
、
自
己
信
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
い
く
場
合
に
は
、
「
自

　
己
決
定
権
」
と
い
う
概
念
に
一
定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
取
り
込
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
ギ
デ
ン
ズ
の
用
語
を
使
え
ば
、
「
再
帰
的
自
己
自
覚
的
達

　
成
課
題
」
を
決
定
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
も
は
や
単
一
の
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
像
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

　
ご
と
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
ナ
シ
ョ
ナ

　
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
レ
イ
シ
ャ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
イ
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
な
ど
が
重
層
的
、
複
合
的
に
再
構
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

　
し
か
し
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
は
モ
ダ
ニ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
逆
説
的
な
関
係
、
つ
ま

り
、
再
帰
性
に
よ
っ
て
、
ど
も
ま
で
も
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
定
さ
れ
な
い
、
「
本
当
の
自
分
」
を
求
め
て
、
オ
ー
ル
タ
ナ

テ
ィ
ヴ
な
（
も
う
一
つ
の
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
す
る
と
い
う
「
果
て
し
な
き
旅
」
へ
と
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
何
故
、
戦
後
日
本
社
会
で
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
拡
散
的
と
な
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
現
象
を
社
会
学
的

な
「
自
己
と
他
者
」
「
関
係
性
」
「
社
会
的
属
性
」
な
ど
の
基
本
的
概
念
を
駆
使
し
て
分
析
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
状
況
に
お
け
る
、
市
民
意
識
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
の
問
題
と
し
て
再
構

成
し
て
い
き
た
い
と
目
論
ん
で
い
る
。

1

ニ
　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
登
場

戦
後
社
会
意
識
の
転
換
点
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
こ
窪
呂
琶
と
言
う
用
語
は
、
精
神
分
析
・
社
会
心
理
学
者
の
E
・
H
・
エ
リ
ク
ソ
ン
の
中
心
概
念
の
一

つ
で
あ
り
、
「
同
一
性
」
ま
た
は
「
自
己
同
一
性
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
は
、
発
達

心
理
学
の
段
階
的
な
位
置
付
け
に
お
い
て
、
特
に
青
年
期
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
か
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
（
拡
散
）

か
と
い
う
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
る
用
語
は
、
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
日
本
人
に
よ
る
『
社
会
学
辞
典
』
な
ど
に
お
い
て
は
、
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
も
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り
、
詳
細
な
記
述
と
文
献
案
内
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
発
行
さ
れ
英
語
文
化

圏
で
広
く
読
ま
れ
て
き
た
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
の
『
社
会
学
辞
典
』
（
↓
箒
勺
窪
讐
ぎ
望
＆
自
震
望
亀
ω
8
δ
δ
讐
）
や
フ
ラ
ン
ス

社
会
学
界
で
定
評
の
あ
る
『
ラ
ル
ー
ス
社
会
学
事
典
』
（
9
＆
o
目
巴
お
留
一
霧
8
巨
○
臓
①
鍔
『
○
島
器
）
に
お
い
て
は
、
ア
イ
デ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

イ
テ
ィ
と
い
う
用
語
は
、
辞
典
の
中
に
は
項
目
と
し
て
長
ら
く
出
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
？

　
も
と
も
と
の
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
の
提
起
に
対
し
て
、
日
本
社
会
の
反
応
は
あ
る
意
味
で
「
社
会
意
識

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
集
合
的
に
理
解
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
戦
後
日
本
社
会
を
論
じ
て
い
く

際
に
は
、
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
高
度
経
済
成
長
が
終
了
す
る
時
点
は
、
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
て
い
る
。

前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
物
の
豊
か
さ
」
か
「
心
の
豊
か
さ
」
か
、
ど
ち
ら
に
重
き
を
お
い
て
生
活
を
し
て
ゆ
く
の
か

と
言
う
質
問
に
対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
両
者
の
関
係
が
拮
抗
し
、
そ
し
て
や
が
て
八
○
年
代
以
降
は
、
「
心
の
豊
か
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
「
物
の
豊
か
さ
」
を
凌
駕
し
て
い
く
傾
向
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
日
本
社
会
に

お
い
て
、
精
神
的
な
意
味
で
の
「
自
己
同
一
性
」
に
危
機
が
訪
れ
て
、
「
心
の
豊
か
さ
」
と
は
一
体
何
な
の
か
、
模
索
さ
れ
始
め
た

時
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
前
に
用
意
さ
れ
て
い
た
、

一
九
六
八
年
を
中
心
と
し
た
「
社
会
運
動
」
「
学
生
運
動
」
の
経
験
と
そ
の
後
の
「
挫
折
」
の
意
識
で
あ
っ
た
。
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2
　
社
会
運
動
と
挫
折

　
一
九
六
八
～
六
九
年
頃
の
、
世
界
的
な
学
生
運
動
や
社
会
運
動
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
や
分
析
が
あ
る
が
、
戦
後
日
本
社

会
に
と
っ
て
は
、
一
九
六
〇
年
の
「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
（
安
保
）
締
結
に
伴
う
「
安
保
反
対
」
の
大
衆
運
動
以
来
の
大
き
な
運

動
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
全
共
闘
世
代
」
と
言
わ
れ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
、
大
学
生
に
な
っ
て
若
者
の
「
異
議

申
し
立
て
」
や
過
激
な
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
運
動
が
、
そ
の
後
の
住
民
運
動
や
公
害
反
対
運
動
、
反
核
運
動
、
環
境
運
動
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
面
も

も
ち
ろ
ん
見
ら
れ
る
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
も
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で
革
新
的
な
生
き
方
と
し
て
、
そ
の
後
に
続
く

人
々
に
継
承
さ
れ
て
い
る
面
も
存
在
し
て
は
い
る
。

　
し
か
し
、
運
動
の
「
盛
り
上
が
り
」
は
そ
の
後
、
必
ず
汐
が
引
く
よ
う
に
退
潮
に
転
じ
、
組
織
の
分
裂
や
い
わ
ゆ
る
「
内
ゲ
バ
」

や
大
衆
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
過
激
派
の
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
一
般
的
に
は
「
学
生
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
と

い
う
「
挫
折
」
と
「
反
省
」
の
時
期
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
〇
年
代
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
も
戦
後
日
本
社
会
全

体
が
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
」
を
経
験
し
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
欧
米
社
会
に
比
べ
る
と
、
階
級
文
化
や
ロ
ー
カ

ル
文
化
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
要
素
が
比
較
的
弱
い
点
も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
世
代
全
体
で
集
合
的
に
受
け
止
め
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
要
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
検
証
し
て
い
く
上
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
種
類
と
類
型
に
つ
い
て
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

3
　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
種
類
と
類
型

エ
リ
ク
ソ
ン
の
定
義
だ
け
で
は
な
く
、
戦
後
日
本
社
会
を
考
え
る
上
で
有
効
な
概
念
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
て
い
き
た
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い
。
ま
ず
、
「
自
己
同
｝
性
」
と
訳
さ
れ
る
「
自
己
」
に
つ
い
て
の
分
類
と
し
て
は
、
（
1
）
関
係
的
自
己
と
（
2
）
達
成
的
自
己
の

分
類
が
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
（
1
）
関
係
的
自
己
と
は
、
自
己
を
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
「
関
係
的
な
る
存
在
」
と
し
て

位
置
付
け
る
見
方
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
（
2
）
達
成
的
自
己
と
は
、
自
分
自
身
が
後
天
的
に
獲
得
し
、
達
成
し
て
い
く
業
績
や
そ
の
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）

に
自
己
同
一
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
見
い
だ
し
て
い
く
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
現
実
の
「
自
己
」
は
関
係
的
自
己
で
も
あ
る
し
、
達
成
的
自
己
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
純
粋
に
二
つ
の
理
念
型
に

当
て
は
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
絢
い
交
ぜ
に
な
っ
て
、
あ
る
と
き
は
使
い
分
け
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
っ
て
い
る
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
第
二
の
種
類
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
と
ネ
ガ
テ

ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
分
類
が
存
在
し
て
い
る
。
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
「
こ

う
な
り
た
い
自
分
」
「
理
想
と
す
る
自
分
」
で
あ
り
、
人
格
的
に
は
モ
デ
ル
・
パ
ー
ソ
ン
、
す
な
わ
ち
「
理
想
の
人
」
に
近
づ
き
た

い
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
「
こ
う
な
り
た
く
な
い
自
分
」
「
反
面
教

師
」
「
自
己
の
否
定
面
」
な
ど
、
「
裏
返
し
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
関
係
的
自
己
と
達
成
的
自
己
の
両
方
が
、
肯
定
的
か
否
定
的
か
い
ず
れ
か
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
な
が

ら
、
自
己
同
一
性
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
　
自
我
と
他
者
関
係

1
　
「
自
己
実
現
」
と
い
う
物
語

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、

日
本
人
の
全
体
が
一
種
の
「
底
上
げ
」
状
態
、
あ
る
い
は
総
中
流
化
を
経
験
し
て
き
た
。
も
ち
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ろ
ん
、
一
部
に
は
階
層
の
下
降
移
動
も
あ
っ
た
し
、
経
済
成
長
下
で
の
「
貧
困
」
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
意
識
と
し
て

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
」
が
流
行
し
て
く
る
の
は
、
や
は
り
高
度
経
済
成
長
が
終
了
し
て
低
成
長
下
に
入
っ
て
く
る
一
九
七

〇
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
の
解
釈
で
は
、
達
成
的
自
己
と
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら

始
ま
っ
て
、
次
第
に
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
「
自
己
実
現
」
へ
収
敏
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六
〇
年
代
後
半

か
ら
の
「
自
己
否
定
」
の
論
理
は
、
そ
の
後
の
運
動
の
挫
折
に
お
い
て
、
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
虚
し
さ
」
「
空
虚
さ
」

を
露
呈
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
言
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
自
己
否
定
」
の
契
機
は
、
単
に
時
代
の
気

分
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
省
察
や
内
省
を
通
し
て
、
「
こ
れ
ま
で
の
自
己
で
は
な
い
」
自
分
、
否
定
の
契
機
を
通
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

歴
史
や
社
会
の
全
体
像
に
迫
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
論
も
内
包
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
達
成
的
自
己
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
高
度
成
長
期
か
ら
の
延
長
で
は
「
物
の
豊
か
さ
」
の
追
求
が
主
要
な
達
成
課
題
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
収
入
、
地
位
、
財
産
な
ど
の
目
に
見
え
る
「
幸
せ
」
が
自
己
実
現
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
七
〇
年
代
後
半
あ
た
り
か
ら
、
「
心
の
豊
か
さ
」
と
い
う
課
題
が
登
場
し
て
く
る
と
、
達
成
的
自
己
だ
け
で
は
行
き
詰
ま
っ
て

き
て
、
関
係
的
自
己
に
よ
る
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
関
係
的
自
己
は
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
か
ら
、
自
己
を
見
い
だ
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
家
族
関
係
、
友
人
関
係
、
恋
愛

関
係
、
同
僚
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
な
ど
、
ま
ず
は
ミ
ク
ロ
な
人
間
関
係
か
ら
出
発
す
る
場
合
が
多
い
。
「
自
己
実
現
」
は
、

達
成
的
自
己
ば
か
り
で
は
な
く
、
関
係
的
自
己
に
お
い
て
も
発
達
段
階
や
役
割
の
移
行
な
ど
に
お
い
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危

機
を
経
験
し
、
自
己
実
現
が
目
指
さ
れ
て
も
い
る
。
「
自
己
実
現
」
の
特
徴
は
、
自
己
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
何
ら
か
の
形
で
「
実
現
す

る
」
と
い
う
物
語
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
仕
事
」
「
職
業
」
に
お
い
て
で
も
良
い
し
、
「
結
婚
」
「
出
産
」
「
家
族
」
に

お
い
て
で
も
良
い
の
だ
が
、
自
分
自
身
の
理
想
（
モ
デ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
）
が
「
実
現
（
具
現
化
）
」
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
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物
語
は
、
往
々
に
し
て
典
型
的
ス
ト
ー
リ
ー
、
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
い
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
「
ハ
ウ
ツ
ー
」
を
生
産
、

再
生
産
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
「
自
己
実
現
」
と
い
う
課
題
は
、
現
在
で
も
就
職
活
動
を
控
え
た
大
学
生
た
ち
に
、
あ
る
種
の

「
圧
力
」
を
与
え
つ
づ
け
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
若
者
た
ち
の
「
転
職
」
希
望
が
増
加
し
、
バ
ブ
ル
期
に
は
転
職
が
一
気

に
一
般
化
し
た
の
も
「
自
己
実
現
」
の
物
語
が
背
後
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後

は
、
確
か
に
転
職
は
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
、
希
望
通
り
に
は
実
現
し
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
が
、
潜
在
的
に
は
転
職
希

望
は
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
就
職
試
験
な
ど
に
お
け
る
自
己
ピ
ー
ア
ー
ル
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
な
ど
も
「
自
己
実
現
」
と
い
う
物
語
の
維
持
、
再
生
産
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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2
　
他
者
関
係
と
役
割
の
重
層
性

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
他
者
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
、
変
容
し
、
ま
た
危
機
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
る
。
自
我
と
他
者
の
間
題
は

G
・
H
・
ミ
ー
ド
以
来
、
古
く
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
行
為
論
に
基
づ
い
て
構
築
主
義
的
な
「
自
己
論
」
を

展
開
し
て
い
る
片
桐
雅
隆
は
、
『
自
己
と
『
語
り
』
の
社
会
学
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
は
役
割
が
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
そ
の
セ
イ
リ
ア
ン
ス
論
は
、
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

獲
得
の
あ
り
方
、
そ
の
多
元
的
な
使
用
の
あ
り
方
を
指
摘
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
論
の
視
点
を
基
本
的
に
共
有
し
つ
つ
も
、
役

割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
よ
る
相
互
行
為
や
自
己
の
↓
方
的
な
規
定
に
は
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
は
、
独
我
的
で
自
閉
的
な
も
の
で
は
な
く
相
互
行
為
に
開
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
相
互
行
為
の
中
で
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
用

の
あ
り
方
は
、
曖
昧
性
や
非
対
称
的
な
特
徴
を
も
つ
交
渉
性
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
相
互
行
為
が
、
曖
昧
で
非
対
称
的
な
も
の
で
あ
る

限
り
、
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
の
あ
り
方
も
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
は
ら
む
試
行
性
を
免
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
指
摘
し
た
よ

う
に
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
原
初
的
な
獲
得
期
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
個
々
人
が
も
つ
自
己
あ
る
い
は
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役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
試
行
性
の
出
来
事
の
積
み
重
な
り
の
所
産
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
人
一
人
の
も
つ
個
性
と
呼
ば

　
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
は
、
自
他
関
係
の
認
知
地
図
と
し
て
の
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
構
築
さ
れ
る
と
し
て
も
、
自
己
の
構
築
は
、
他
者
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
と
の
永
続
的
な
ズ
レ
の
蓄
積
を
伴
っ
て

　
（
9
）

　
い
る
。
」

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
、
ま
た
一
方
で
、
現
実
を
構
築
し
、
ト
ー
ク
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
自
他
関
係
の
認
知
地
図
と
し
て
の
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
や
、

　
そ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
自
己
（
あ
る
い
は
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
は
、
相
互
行
為
の
中
で
試
行
的
に
維
持
さ
れ
、
構
築
さ
れ
る
。

　
ミ
ー
ド
は
、
自
ら
の
働
き
か
け
へ
の
他
者
の
反
応
を
予
期
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
己
の
あ
り
方
を
調
整
す
る
過
程
を
役
割
取
得
と
定
義
し

　
た
が
、
自
己
の
構
築
は
、
そ
の
よ
う
な
役
割
取
得
の
過
程
と
相
補
的
、
循
環
的
で
あ
っ
た
。

　
　
役
割
取
得
は
、
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
獲
得
や
そ
の
こ
と
に
よ
る
自
己
の
構
築
に
よ
っ
て
、
よ
り
予
期
が
可
能
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
、

　
役
割
取
得
は
、
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
や
自
己
を
よ
り
安
定
し
た
も
の
と
す
る
。
ミ
ー
ド
は
、
自
己
の
構
築
、
役
割
取
得
、
制
度
（
社
会
）

　
の
構
築
を
同
時
的
な
も
の
と
考
え
た
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
あ
る
い
は
役
割
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
は
、
自
他
関
係
の
認
知
地
図
と
し

　
て
の
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
獲
得
と
不
可
分
で
あ
る
し
、
ま
た
同
時
に
、
相
互
行
為
の
構
築
と
も
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
己
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
社
会
と
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
相
互
に
規
定
し
あ
う
再
帰
的
な
関
係
に
あ
る
。
」

　
片
桐
の
主
張
す
る
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
取
得
を
通
し
て
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
て
い
く
と
い
う
の
は
、

も
っ
と
も
な
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゴ
ッ
フ
マ
ン
に
よ
る
、
「
役
割
距
離
」
や
「
役
割
演
技
」
な
ど
の
諸
概
念
も
重
ね
合
わ
せ
て
み

る
と
、
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
重
層
的
な
関
係
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
己
に
と
っ
て
、
支
配
的
な
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

と
は
何
で
、
従
属
的
な
役
割
は
何
か
P
　
複
数
の
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
を
場
面
場
面
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
自
己
と
は
何
な
の

か
？
　
ま
た
関
係
性
に
よ
る
役
割
は
他
者
と
の
関
係
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
関
係
性
の
「
喪
失
」
と
い
う
事
態
が
最
も
危
機
的
な
状
態
と
し
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て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
3
関
係
性
の
喪
失
と
危
機

　
片
桐
の
前
著
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
の
自
己
論
、
「
自
己
と
社
会
」
に
つ
い
て
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
「
寛
容
の
社

会
理
論
」
と
い
う
合
理
的
選
択
理
論
、
社
会
秩
序
間
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
数
土
直
紀
『
理
解
で
き
な
い
他
者
と
理
解
さ
れ

　
　
（
n
）

な
い
自
己
』
（
二
〇
〇
一
年
）
、
家
族
療
法
や
物
語
論
、
構
築
主
義
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
浅
野
智
彦
『
自
己
へ
の
物
語
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

接
近
－
家
族
療
法
か
ら
社
会
学
へ
ー
』
（
二
〇
〇
一
年
）
、
想
起
や
記
憶
、
集
合
的
記
憶
や
集
合
的
過
去
な
ど
の
間
題
も
視
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

入
れ
て
い
る
片
桐
雅
隆
『
過
去
と
記
憶
の
社
会
学
－
目
己
論
か
ら
の
展
開
1
』
（
二
〇
〇
三
年
）
、
自
己
と
他
者
と
〈
間
〉
の
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

会
理
論
を
目
指
す
大
著
、
西
原
和
久
『
自
己
と
社
会
ー
現
象
学
の
社
会
理
論
と
〈
発
生
社
会
学
〉
1
』
（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど

「
自
我
と
他
者
関
係
」
に
つ
い
て
の
文
献
は
枚
挙
に
逞
が
無
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
ど
の
文
献
で
も
、
関
係
性
や
役
割
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
の
複
数
性
か
ら
、
自
己
の
物
語
を
構
築
し
て
い
く
観
点
は
ほ
ぼ
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
浅
野
の
『
自
己
へ
の
物
語
論
的
接
近
』
に
お
い
て
は
、
家
族
療
法
な
ど
か
ら
、
精
神
的
「
病
」
の
語
り
に
注
目
し
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
（
自
助
グ
ル
ー
プ
）
の
活
動
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て
は
い
る
。

　
し
か
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
と
し
て
最
も
重
要
な
契
機
は
、
関
係
性
の
変
容
や
役
割
距
離
や
役
割
演
技
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
「
関
係
性
の
喪
失
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
家
族
と
の
死
別
、
恋
人
の
喪

失
（
失
恋
）
、
離
婚
な
ど
、
関
係
性
の
喪
失
は
最
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。
関
係
性
の
「
喪
失
」
と
い
う

消
失
点
（
養
三
ω
露
轟
8
一
日
）
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　
関
係
的
自
己
は
、
何
か
特
に
葛
藤
や
軋
礫
が
生
じ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
日
常
的
に
は
親
密
な
関
係
の
維
持
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
「
達
成
的
自
己
」
の
課
題
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
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る
。
「
自
己
実
現
」
や
「
本
当
の
自
分
探
し
」
な
ど
は
基
礎
的
な
関
係
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
己
の
内
的
な
欲
求
か

ら
「
本
当
の
自
分
」
を
求
め
て
「
実
現
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
も
親
密
な
関
係
性
を
、
特
に
「
突
然
喪
う
」
と
い
う
経
験
に
お
い
て
は
、
自
己
の
消
滅
、
破
壊
に
も
等
し
い
苦
痛

を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
関
係
的
自
己
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
夫
が
あ
っ
て
の
妻
で
あ
り
、
妻
が
あ
っ
て
の
夫
、
子

ど
も
が
い
て
の
父
親
、
母
親
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
性
の
喪
失
は
、
自
己
の
存
在
基
盤
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
達
成
的
自
己
」
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
に
置
い
て
い
る
場
合
に
は
、
「
失
業
」
「
解
雇
」
「
配
置
転
換
」
な
ど

も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
根
底
か
ら
覆
す
契
機
に
な
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
に
お
い

て
、
低
成
長
や
不
況
が
常
態
化
し
て
い
く
と
「
達
成
的
自
己
」
の
限
界
性
に
も
人
々
は
気
づ
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
係

的
自
己
は
長
い
人
生
設
計
に
お
い
て
覚
悟
し
て
移
行
し
て
い
く
場
合
は
別
だ
が
、
突
然
の
「
関
係
性
の
喪
失
」
は
最
も
強
い
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦後日本社会のアイデンティティ論

　
4
　
「
再
生
」
の
物
語

　
関
係
性
の
喪
失
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
や
拡
散
に
も
つ
な
が
る
大
き
な
危
機
で
あ
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
、
身
体
、
精

神
、
仕
事
、
人
間
関
係
な
ど
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
大
き
な
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
時
間
を
か
け
て
「
喪
失
の
悲

哀
」
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
く
過
程
こ
そ
、
「
再
生
の
物
語
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
下
の
「
成
長
の
物
語
」
は
、
言

わ
ば
「
大
き
な
物
語
」
で
あ
っ
た
。
近
代
（
モ
ダ
ン
）
の
様
相
の
も
と
で
、
国
家
の
物
語
が
そ
の
ま
ま
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
覆
っ
て
い

る
よ
う
な
壮
大
な
物
語
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
「
自
己
実
現
」
と
い
う
物
語
は
、
国
家
や
経
済
構
造
（
マ
ク

ロ
）
と
関
係
的
自
己
の
私
的
世
界
（
ミ
ク
ロ
）
と
の
問
に
位
置
し
て
い
る
〈
メ
ソ
〉
レ
ベ
ル
（
中
間
レ
ベ
ル
）
の
物
語
と
位
置
付
け
る
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こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
実
現
は
、
達
成
的
自
己
に
よ
る
（
特
に
経
済
的
な
）
「
成
功
の
物
語
」
に
も
転
化
し
え

る
し
、
ま
た
、
私
的
な
内
面
的
充
実
の
物
語
に
も
な
り
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
関
係
性
の
「
喪
失
」
や
「
挫
折
」
を
経
験
し
た
後
の
「
再
生
の
物
語
」
「
回
復
の
物
語
」
は
、
ミ
ク
ロ
な
意
味

で
の
「
自
己
物
語
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
「
小
さ
な
物
語
」
で
あ
る
の
だ
が
、
本
来
は
一
人
一
人
、

異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
「
小
さ
な
物
語
」
は
、
逆
に
「
癒
し
」
や
ト
ラ
ゥ
マ
か
ら
の
再
生
な
ど
、
あ
る
種
の
「
定

型
物
語
」
（
モ
デ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
）
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
再
生
の
物
語
」
で
さ
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
個
人
的
な
も

の
か
ら
社
会
意
識
的
な
も
の
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
何
を
も
っ
て
「
回
復
」
「
再
生
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
P
　
関
係
性
が
喪
失
し
た
場
合
、
元
の
関
係
性
に
戻
る
こ
と
は
も
は
や
不

可
能
で
あ
る
。
関
係
的
自
己
は
、
一
旦
崩
壊
し
、
消
失
し
て
い
る
。
他
の
別
の
関
係
を
修
復
し
て
い
く
こ
と
、
複
数
の
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て
、
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
、
役
割
演
技
に
徹
す
る
こ
と
な
ど
、
喪
失
の
悲
哀

に
対
す
る
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
家
族
に
お
け
る
死
別
や
離
別
に
お
い
て
は
、
友
人
関
係
な
ど
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
関

係
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
再
生
や
回
復
を
考
え
て
い
く
と
、
私
的
な
関
係
性
か
ら
市
民
社
会
や
公
的

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
な
関
係
性
へ
の
つ
な
が
り
（
絆
）
こ
そ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
自
我
と
他
者
関
係
は
、

単
純
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
く
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
。
戦
後
日
本
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
に
お
い
て
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
迷
路
」
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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戦
後
日
本
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
検
討
し
て
き
て
、
達
成
的
自
己
と
関
係
的
自
己
、
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
否

定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
錯
綜
し
た
関
係
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
。
前
稿
（
拙
稿
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
1
」
）
に
お
い
て
、
野
口
裕
二
の
『
ア
ル
コ
ホ
リ
ズ
ム
の

社
会
学
』
（
］
九
九
六
年
）
を
参
考
に
し
て
、
自
己
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
、
再
帰
性
に
よ
っ
て
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
あ

る
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
共
依
存
」
を
生
産
－
再
生
産
し
、
そ
れ
を
反
復
強
化
す
る
と
い
う
「
自
己
昌
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
仕

掛
け
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
し
か
し
、
「
自
己
目
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
再
帰
性
の
構
造
と
と
と
も
に
、
そ
も
そ
も
、
野
口
の
言
う
「
近
代
に
お
け
る
自

己
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
自
己
そ
れ
自
体
を
神
聖
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
意
味
づ
け
る
外
部
の
絶
対
的
定
点
を
失
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
。
自
己
を
意
味
づ
け
る
の
も
自
己
以
外
に
な
い
と
い
う
文
字
通
り
再
帰
的
な
空
間
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
近
代
の
再

帰
性
は
、
戦
後
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
過
程
で
、
微
妙
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
迷
路
」
を
複
数
の
視
点
か
ら
多
元
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
「
自
己
－
他
者
」
関
係
の
境
界
の

曖
味
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
再
帰
的
な
構
造
は
、
自
己
H
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
う
な
「
反
復
強
化
」
を
重
要
な
特
性
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
反
復
」

の
も
う
一
つ
の
特
性
は
、
「
刺
激
の
漸
減
」
と
い
う
現
象
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
自
己
を
意
味
づ
け
る
自
己
像
」
自
体
が
曖
昧
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
効
果
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
、
八
○
年
代
、
九
〇
年
代
、
そ
し
て

二
一
世
紀
と
近
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
「
切
実
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
傾
向
が

は
っ
き
り
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
傷
つ
き
た
く
な
い
自
己
」
と
か
「
癒
し
を
求
め
る
自
己
」
な
ど
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

「
自
己
－
他
者
」
の
相
互
作
用
の
中
か
ら
作
ら
れ
る
と
い
う
前
提
自
体
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
「
揺
ら
ぎ
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
関
係
的
自
己
」
の
前
提
と
な
る
他
者
と
の
「
相
互
作
用
」
「
相
互
関
係
」
自
体
を
自
己
の
側
か
ら
選
択
的
に
関
係
づ
け
た
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い
、
と
い
う
願
望
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
自
己
－
他
者
の
境
界
そ
の
も
の
が
曖
昧
化
し
て
し
ま
う
。
何
故
な
ら
ば
、
他
者
認
識

（
自
己
と
異
な
る
他
者
）
を
経
な
い
で
、
つ
ま
り
、
他
者
と
か
か
わ
る
こ
と
な
し
に
、
自
己
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を

追
求
し
よ
う
と
す
る
と
、
他
者
の
中
に
す
っ
ぽ
り
自
己
が
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
癒
し
」
さ
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
名
で
追

求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
現
象
は
、
明
ら
か
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
迷
路
で
あ
る
。
自
己
と
他
者
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
自
己
同
一

性
は
、
他
者
同
一
性
（
自
分
と
同
じ
他
者
を
探
そ
う
と
す
る
）
と
も
重
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ま
す
ま
す
迷
路
に
入
っ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
重
層
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
像
と
他
者
像
が
交
錯
し
て
い
く
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
時
代
の

特
徴
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
西
欧
的
、
欧
米
的
自
我
と
は
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
ア
ジ

ア
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
も
現
れ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
我
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
自
明
な
も
の
と
し

た
西
欧
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
と
は
異
な
り
、
他
者
と
の
相
互
依
存
を
前
提
と
し
た
ア
ジ
ア
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
決
し
て

「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
共
依
存
」
と
い
う
病
的
な
関
係
に
陥
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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2
　
多
重
的
自
己
と
自
己
選
択
の
複
数
性

　
達
成
的
自
己
に
お
い
て
は
、
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
し
ろ
、
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
し
ろ
、
自
己
像
は
焦
点
を
結

び
や
す
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
こ
う
な
り
た
い
自
己
」
「
こ
う
は
な
り
た
く
な
い
自
己
」
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か

し
、
関
係
的
自
己
の
場
合
は
、
他
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
自
己
が
変
容
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
重
的
自
己
や
多
層
的
自
己
は
、
病
的
な
多
重
人
格
と
い
う
形
態
で
は
な

く
て
も
、
一
般
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
の
中
で
普
通
に
見
ら
れ
る
現
象
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
心
に
重
た

い
間
題
を
抱
え
て
い
た
り
、
気
軽
に
言
え
な
い
問
題
な
ど
を
持
っ
て
い
る
と
、
表
面
の
自
己
と
内
面
の
自
己
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
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多
重
的
自
己
、
多
層
的
自
己
を
構
築
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
役
割
や
地
位
の
多

層
的
な
構
成
や
場
面
に
応
じ
た
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
自
己
同
一
性
）
と
は
、
自
己
選
択
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
P
　
確
か
に
関
係
的
自
己
に
お
い
て

は
、
多
重
的
自
己
や
多
層
的
自
己
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
応
じ
て
自
己
選
択
を
し
て
い
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
自
己
が
何
者
で
あ
る
か
の
「
存
在
証
明
」
で
も
あ
る
わ
け
で
、
あ
る
面

で
は
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
権
）
と
も
関
連
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
籍
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
世
代
・
年
齢
）
な
ど
の
あ
る
側
面
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
重
な
っ
て

　
　
　
　
　
（
1
6
）

く
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
移
民
や
外
国
人
の
ケ
ー
ス
の
お
い
て
は
、
一
世
、
二
世
、
三
世
な
ど
の
世
代
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
自
己
選
択
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い

る
今
日
、
国
際
的
な
移
動
や
移
民
は
日
常
化
し
た
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
時
期
に
お
け
る
、
言

語
や
家
族
関
係
、
学
校
教
育
や
仲
間
集
団
な
ど
複
雑
な
要
素
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
し
て
複
数
の
自
己
選
択
が
可
能
で

あ
る
場
合
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
逆
に
、
複
数
の
自
己
選
択
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
不
明
確
に
す
る
要
素
も
備
わ
っ
て
い
る
。
何

が
「
本
当
の
自
分
」
で
あ
る
の
か
、
「
使
い
分
け
る
自
己
」
に
対
す
る
嫌
悪
感
な
ど
も
生
じ
て
く
る
。
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
確
立
し
た
い
と
い
う
欲
求
と
複
数
の
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
っ
て
い
た
い
と
い
う
欲
求
と
の
間
に
、
二
律
背
反
的
な
状
態

が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
葛
藤
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
迷
路
の
中
で
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
し
ま
う
わ
け
で

あ
る
。
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
、
社
会
意
識
や
価
値
意
識
が
多
元
化
し
、
目
標
が
複
数
化
、
多
様
化
し
て
く
る
一
九
七
〇
年
代
あ

た
り
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
己
決
定
の
先
送
り
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
明
確
が
家
族
、
教
育
、
犯
罪
な
ど
の
諸
局
面
に
お
い
て

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
現
象
」
や
校
内
暴
力
、
家
庭
内
暴
力
、
い
じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
凶
悪
犯
罪
の
低
年
齢
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化
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
個
々
の
要
因
を
分
析
し
な
い
で
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
あ
る
程
度
は
青
年
期
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
と
も
関
連
し
た
社
会
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
現
代
社
会
の
も

う
一
つ
の
特
徴
は
明
ら
か
に
「
情
報
化
社
会
」
で
あ
る
。
こ
の
、
知
識
・
情
報
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
次
に

考
え
て
み
た
い
。

　
3
　
知
識
・
情
報
と
意
欲
・
関
心

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
に
よ
る
「
脱
産
業
化
社
会
の
到
来
」
以
来
、
工
業
化
段
階
の
後
の
社
会
の
基
本
的
資
源
と
し
て
「
知
識
・
情

報
」
の
価
値
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
た
が
、
近
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
、
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
の
普
及

に
よ
っ
て
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
情
報
の
や
り
取
り
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
知
識
・
情
報
の
基
本
的
な
性
格
と
し
て
、
第
一
に
送
り
手
か
ら
受
け
手
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
と
し
て
の
フ
ロ
ー
の

性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
面
で
は
、
情
報
は
基
本
的
に
は
「
関
係
的
自
己
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
連
し
て
い
る
。
電
話
や

メ
ー
ル
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
情
報
化
社
会
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
進
展
は
、
情
報
の
速
度
や
頻
度
に

関
連
し
て
関
係
性
の
変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
依
存
度
や
頻
度
が
多
く
な
る
に
し

て
も
、
関
係
的
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
は
、
そ
の
関
係
性
の
質
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
速
度

や
量
や
頻
度
の
問
題
は
、
脱
産
業
社
会
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
「
産
業
や
経
済
」
の
間
題
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
知
識
・
情
報
の
第
二
の
性
格
と
し
て
、
獲
得
的
自
己
や
達
成
的
自
己
に
関
連
し
た
ス
ト
ッ
ク
の
側
面
が
考
え
ら

れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
や
知
識
は
、
確
か
に
瞬
時
に
獲
得
さ
れ
、
自
分
の
も
の
と
し
て
確
保
さ
れ

る
よ
う
な
「
錯
覚
」
が
生
じ
や
す
い
。
そ
の
面
で
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
位
置
づ
け
は
、
確
か
に
自
己
実
現
や
自
己
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達
成
感
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
る
。
一
般
的
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
と
キ
ー
ボ
ー
ド
だ
け
の
世
界
で
操
作
し
て

い
る
こ
と
か
ら
く
る
「
全
能
感
」
と
か
「
全
能
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
自
己
達
成
感
は
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
か
つ
て
「
人
間
の
拡
張
」

と
呼
ん
だ
人
間
の
感
覚
能
力
や
運
動
能
力
の
外
化
や
拡
張
の
極
限
的
な
形
態
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
問
題
は
、
単
に
外
か
ら
入
っ
て
く
る
知
識
・
情
報
の
量
と
そ
の
ス
ト
ッ
ク
だ
け
に
か
か
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

が
、
知
識
・
情
報
と
対
に
な
っ
て
い
る
「
意
欲
・
関
心
」
の
問
題
で
あ
る
。

　
旧
来
型
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
、
書
物
・
書
籍
・
出
版
物
・
活
字
文
化
に
は
、
単
な
る
「
知
識
・
情
報
」
の
側
面
と
は
異
な
っ
た
内

側
か
ら
「
意
欲
・
関
心
」
を
支
え
る
よ
う
な
装
置
が
働
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。
達
成
的
自
己
に
お
け
る
「
読
書
」
の
位
置
づ
け
は
、

お
そ
ら
く
パ
ソ
コ
ン
の
達
成
感
と
は
異
な
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
知
識
・
情
報
と
意
欲
・
関
心
は
、
相
互

補
完
的
で
は
あ
る
が
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
連
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
意
欲
・
関
心
」
の
方
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
意
欲
や
関
心
が
な
い
と
知
識
や
情
報
ば
か
り
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
身
に
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
意

欲
や
関
心
は
あ
っ
て
も
、
知
識
や
情
報
が
不
足
す
る
と
「
思
い
違
い
」
や
「
空
回
り
」
を
起
こ
す
が
、
そ
の
面
で
は
「
リ
テ
ラ
シ
ー

（
識
字
率
）
」
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
達
成
的
自
己
、
獲
得
的
自
己
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
と
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
迷
路
」
と
は
、
必
ず
し
も
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
知
識
・
情
報
の
氾
濫
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
電
子
情
報
媒
体
に
よ
る
自
己
像
の
錯
綜
と
い
っ
た
様
相
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
、
自
己
の
内
面
的
な
意
欲
や
関
心
、
知
識

の
ス
ト
ッ
ク
の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

1

五
　
重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
社
会
的
属
性

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
年
齢
の
重
層
性

93



法学研究77巻1号（2004：1）

　
今
ま
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
迷
路
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
章
で
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て

あ
る
意
味
で
前
提
と
な
っ
て
き
て
い
る
「
重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
社
会
的
属
性
の
面
か
ら
再
考
察
し
て
い
き
た
い
。
重
層

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
社
会
的
属
性
と
の
関
係
は
、
「
選
べ
る
関
係
」
と
「
選
べ
な
い
関
係
」
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
年
齢
と
い
う
社
会
的
属
性
は
、
一
般

的
に
は
「
選
べ
な
い
関
係
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
血
縁
、
地
縁
、
生
物
的
・
身
体
的
特
徴
な
ど
は
、
本
人
の
自
己
選
択
の
対
象

で
は
な
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
決
め
ら
れ
て
い
る
」
要
素
が
強
い
属
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
こ
そ
、
社
会
的
構
築
の
要
素
が
強
く
働
い
て
お
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
は
多
様
な
構
築
の
要
素
や
重
層
的
な
構

築
が
可
能
で
あ
る
。

　
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
構
築
性
は
、
移
民
家
族
の
二
世
、
三
世
、
四
世
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
結
婚
や
混
血
の
子
ど
も
た
ち
、
あ
る
い
は
幼
児
期
、
学
齢
期
に
海
外
経
験
の
長
い
、

い
わ
ゆ
る
「
帰
国
子
女
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
重
層
的
に
構
築
さ
れ
て
い
く
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
ら

し
さ
」
「
男
ら
し
さ
」
と
し
て
「
振
り
幅
」
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
に
は
「
選
べ
な
い
関
係
」
と
、
私
た
ち
は
、
ど

の
よ
う
に
つ
き
あ
い
、
ど
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
お
そ
ら
く
、
「
選
べ
な
い
関
係
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
係
は
、
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
「
葛
藤
」
を
孕
み
な

が
ら
も
、
「
選
び
な
お
し
」
の
儀
礼
を
通
し
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲

得
し
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
社
会
的
に
構
築
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
「
伝
統
」
や
「
生
物
学
的
な
も
の
」
と
い
う
「
本
質
」
が
そ
こ
に
存

在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
的
・
文
化
的
・
時
代
的
、
そ
し
て
個
人
的
に
「
振
り
幅
」
を
持
っ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
何
ら
か
の
「
選
べ
な
い
関
係
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
肯
定
し
た
り
拒
否
し
た
り
「
選
び
直
し
」
を
試
み
た
り
し
な
が
ら
、
個
人
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の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
年
齢
・
世
代
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
今
、
現
在
の
時
点
で
は
同
様
に
「
選
べ
な
い
関
係
」
で
あ
る
側
面
も
あ

る
が
、
人
間
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
「
時
間
」
に
よ
っ
て
、
い
つ
か
は
「
年
を
経
る
」
と
い
う
面
も
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
加
齢
に
伴
っ
た
エ
イ
ジ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
当
然
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
エ
リ
ク
ソ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、

青
年
期
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
が
課
題
に
な
る
よ
う
に
、
中
年
期
に
は
中
年
期
の
課
題
も
あ
る
し
、
老
年
期
に
も
そ
れ
相
応

の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
社
会
的
属
性
と
し
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
変
数
で
あ
る
が
、
年
齢
は
数
量
変
数
で
あ
る
。
し
か
し
、

世
代
と
な
る
と
五
年
か
一
〇
年
を
束
ね
て
あ
る
程
度
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
変
数
が
一
個
人
の
中
で
も
、
重
層

的
に
構
築
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
層
性
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
わ
け
で
あ
る
。

戦後日本社会のアイテンティティ論

　
2
　
職
業
・
労
働
・
家
族
・
地
域
の
重
層
性

　
個
人
の
教
育
歴
（
学
歴
）
や
職
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
学
的
に
は
獲
得
的
地
位
と
か
達
成
的
資
源
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
前
述

し
た
と
お
り
、
戦
後
日
本
社
会
の
前
半
期
（
一
九
七
〇
年
以
前
）
に
お
い
て
は
、
高
度
経
済
成
長
期
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
獲
得

的
自
己
実
現
こ
そ
が
「
成
長
の
物
語
」
と
と
も
に
、
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
歴
や
職
業
・
労
働
、
あ
る
い
は

配
偶
者
や
住
む
地
域
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
で
も
「
選
べ
る
関
係
」
の
側
面
が
強
い
。
そ
し
て
、
選
択
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
獲
得

的
自
己
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
日
本
社
会
全
体
と
し
て
「
成
長
の
物
語
」
が
終
焉
し
、
自
己
達
成
や
自
己
実
現
が
必
ず
し
も
保

障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
歴
や
職
業
や
夫
婦
家
族
、
居
住
地
域
な
ど
の
選
択
可
能
な
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
の
多
様
性
や
人
生
に
お
け
る
何
度
か
の
チ
ャ
ン
ス
（
機
会
）
の
保
障
、
そ
し
て
ア
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イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
自
己
の
存
在
証
明
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
う
よ
り
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
結
び
つ
い
た
多
様
な
「
生
き

方
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
職
業
・
労
働
に
つ
い
て
も
終
身
雇
用
型
の
企
業
へ
の
就
職
か
ら
転
職
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
生
き
方
も
あ
り
得
る
し
、
結
婚
、
未
婚
、
非
婚
に
つ
い
て
も
、
ま
た
D
I
N
K
s
型
、
核
家
族
型
、
さ
ら
に
、
都
心

居
住
や
郊
外
居
住
な
ど
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
が
今
で
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
意
味
で
自
己
選
択
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
組
み
換
え
や
変
換
、
多
様
な
「
使
い
分
け
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
面
も
あ

る
。
従
来
の
よ
う
に
、
家
族
や
職
場
、
地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
な
ど
の
小
集
団
や
中
間
集
団
の
機
能
が
衰
退
し
て
い
る
状
況

下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
換
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
だ
け
の
同
一
性
が
保
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
か
な
り
疑

問
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
従
来
か
ら
、
家
族
の
移
行
期
や
職
業
生
活
の
変
化
を
受
け
止
め
る
中
間
集
団
と
し
て
の
「
社
会
」
の
存
在

は
、
日
本
社
会
の
社
会
構
造
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
化
、
情
報
化
、
個
人
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
社
会
変
動
を
通
し
て
、
剥
き
出
し
の
「
個
人
」
が
こ
の
よ
う
な
社
会
変
動
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
よ
う

な
状
態
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
職
業
・
労
働
生
活
に
お
い
て
も
、
家
族
生
活
に
お
い
て
も
、
地
域
社
会
生
活
に
お
い
て
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
揺

ら
い
で
お
り
、
多
層
的
、
多
重
的
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
選
べ
る
関
係
」
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
選

択
や
自
己
決
定
に
は
「
責
任
」
が
伴
っ
て
い
る
。
達
成
的
自
己
に
お
い
て
も
、
関
係
的
自
己
に
お
い
て
も
、
選
択
の
結
果
に
対
す
る

「
自
己
責
任
」
は
重
要
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
関
係
性
や
小
集
団
、
中
間
集
団
に
対
し
て
は
、

確
か
に
機
能
縮
小
や
機
能
不
全
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
は
今
ま
で
と
同
様
の
「
町
内
会
」

や
近
隣
関
係
だ
け
で
は
、
お
そ
ら
く
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
都
市
的
な
関
係
性
の
中
で
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
行
政
、

N
P
O
、
福
祉
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
活
動
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
サ
ポ
ー
ト

機
能
が
よ
り
よ
く
発
揮
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
族
集
団
も
「
親
子
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
は
「
選
べ
な
い
関
係
」
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も
存
在
し
て
お
り
、
社
会
的
な
拒
否
の
関
係
や
「
選
び
直
し
」

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
あ
り
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
離
婚
、
再
婚
家
族
な
ど
の
ア
イ

戦後日本社会のアイデンティティ論

　
3
　
国
家
・
環
境
・
グ
ロ
ー
バ
ル
の
重
層
性

　
今
ま
で
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
年
齢
な
ど
の
社
会
的
諸
属
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
職
業
・

労
働
・
家
族
・
地
域
な
ど
の
諸
属
性
と
重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
「
選
べ
な
い
関
係
」

に
し
ろ
、
「
選
べ
る
関
係
」
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
個
人
の
社
会
的
属
性
に
関
す
る
諸
特
徴
で
あ
る
。
標
準
化
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
調
査

を
行
う
と
し
た
場
合
に
は
、
い
わ
ば
「
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
」
に
あ
た
る
部
分
の
質
問
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
個
人
の
社
会
的
属
性
に
関
す
る
部
分
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
重
層
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
く
要

素
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
個
人
の
社
会
的
属
性
の
部
分
で
は
な
く
、
「
個
人
の
属
性
」
を
支
え
て

い
る
社
会
的
部
分
の
変
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
国
家
で
あ
る
と
か
地
球
環
境
で
あ
る
と
か
、
今
ま
で
、
個
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察
す
る
上
で
は
「
所
与
」
と
な
っ
て
い
た
部
分
が
、
変
動
を
経
験
し
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
国
際

的
な
環
境
の
変
化
の
中
で
、
例
え
ば
、
E
U
加
盟
国
に
は
、
今
ま
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
別
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
し
、
「
ア
ジ
ア
人
」
「
ア
ジ
ア
系
」
「
東
ア
ジ
ア
」
な
ど
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
つ
い
て
も
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
国
家
の
枠
組
み
が
相
対
的
に
強
か
っ
た
近
代
に
お
い
て
は
、
社
会
的
属
性
を
基
本
的
に
性
格
付
け
て
き
た
の
は
、
国
家
の
枠
組
み

で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
家
族
や
地
域
社
会
や
教
育
・
職
業
に
し

て
も
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
属
性
を
枠
付
け
て
き
た
の
は
、
国
家
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
性
別
役
割
分
業
や
性
差
別
に
し
て
も
、
人

種
差
別
や
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
的
性
格
に
し
て
も
、
国
家
的
な
影
響
が
大
き
く
作
用
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
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し
か
し
ポ
ス
ト
近
代
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
時
代
と
呼
ば
れ
る
今
日
は
、
脱
国
家
的
、
脱
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
様
相
は
、
あ
ら

ゆ
る
側
面
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
環
境
間
題
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
な
ど
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
に
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一

つ
の
国
家
の
枠
を
超
え
て
間
題
や
間
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
移
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
最
近
で
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
い
う
呼
び
名

が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
意
識
は
、
世
界
の
中
で
の
移
動
性
や
離
散
性
に
注
目
し
て
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
見
直
し
た
と
き
に
登
場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
人
意
識
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
な
ど
国
家
の
枠
を
超
え
た
場
合
に
も
見
ら
れ
る
が
、
逆
に
沖
縄
系
（
ウ
チ
ナ
ー
）
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
バ
ス
ク
人
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
、
済
州
島
な
ど
国
家
の
中
に
含
ま
れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
場
合
に
も
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
意
識
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ー
ロ
ー
カ
ル
の
軸
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
軸
を
交
差
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
層
的
な
様
相
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
住
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
か
ら
、
地
球
人
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
価
値
を
備
え
た
人
々
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
重
層
的
に
登
場
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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六
　
戦
後
日
本
社
会
の
市
民
意
識
1
ま
と
め
に
か
え
て
ー

　
今
ま
で
「
戦
後
日
本
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
登
場
か
ら
見
て
き
た
。
社
会

意
識
の
転
換
点
や
社
会
運
動
の
挫
折
な
ど
の
契
機
を
通
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
定
義
や
種
類
と
類
型
を
提
示
し
た
。
「
関
係
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的
自
己
」
と
「
達
成
的
自
己
」
、
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
否
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
間
を
揺
れ
動
き
な
が
ら
形
成
さ
れ

る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
次
に
「
自
我
と
他
者
関
係
」
を
中
心
に
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
迷
路
」
に
つ
い
て
、
「
自
己
日
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
か
ら
再
検
討
し
て
み
た
。

ま
た
、
「
選
べ
な
い
関
係
」
と
「
選
べ
る
関
係
」
な
ど
社
会
的
属
性
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
重
層

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
向
け
て
の
展
望
を
一
、
小
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
と
め
に
か
え
て
、
今
後
展
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て
最
後
に
考
え
て
い
き
た
い
。
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
論
は
、
個
人
と
し
て
の
「
自
己
実
現
」
「
自
己
追
求
」
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
戦
後
日
本
社
会
が
追
求
し
て
き
た
「
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

民
社
会
」
と
の
関
連
で
、
「
市
民
意
識
」
と
し
て
ど
の
程
度
の
自
己
実
現
が
な
さ
れ
て
き
た
か
の
判
断
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
知
識
人
と
大
衆
」
の
問
題
や
市
民
運
動
と
市
民
意
識
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
、
N
G

O
な
ど
の
組
織
・
集
団
と
の
関
係
な
ど
が
次
の
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
戦
後
日
本
社
会
は
高
度
成
長
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
、
「
戦
後
民
主
主
義
」
を
謳
い
な
が
ら
、
実
際
に
は

総
力
戦
体
制
と
変
わ
ら
な
い
「
集
団
主
義
」
に
よ
る
舵
取
り
を
行
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
？
　
と
い
う
間
題
提
起
は
、
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
戦
争
の
影
を
引
き
ず
っ
た
戦
後
復
興
期
か
ら
、
「
市
民
社
会
」
と
い
う
個
人
の
自
発
性
や

個
人
の
価
値
観
を
第
一
に
考
え
る
社
会
意
識
へ
と
本
当
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
P
　
変
わ
っ
て
き
た
と
し
た
ら
、
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
ど
の
よ
う
な
市
民
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
し
て
、
今
、
N
P
O
な
ど
に
よ
っ
て
担
わ
れ
つ
つ

あ
る
「
新
た
な
公
共
性
」
と
は
、
今
ま
で
の
公
共
性
H
国
、
行
政
、
自
治
体
と
い
う
図
式
を
ど
こ
ま
で
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
再
検
討
し
た
後
に
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
も
再
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
戦
後
派
知
識
人
と
呼
ば
れ
る
『
思
想
の
科
学
』
グ
ル
ー
プ
や
大
衆
社
会
論
・
大
衆
文
化
論
の
再
検
討
、
小
田
実
な
ど
を
中

99
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心
と
し
た
「
べ
平
連
」
（
「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
」
市
民
連
合
）
の
運
動
や
公
害
反
対
の
住
民
運
動
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
の
革
新

自
治
体
や
学
生
運
動
、
労
働
組
合
運
動
な
ど
を
比
較
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
あ
る
い
は
、
戦
争
の
記
憶
や
戦
後
の
追
悼
と
市
民
意
識
と
も
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
と
原
水
爆
禁
止
や

反
核
兵
器
の
運
動
な
ど
も
重
要
な
戦
後
日
本
の
市
民
意
識
に
関
係
し
て
い
る
。
戦
争
に
つ
い
て
の
記
憶
や
語
り
や
物
語
は
、
個
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
喪
失
体
験
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
お
そ
ら
く
戦
後
日
本
人
全
体
の
集
団
的
記
憶
や
腰

罪
や
罪
責
な
ど
と
も
関
係
し
て
い
る
。
戦
後
ド
イ
ッ
に
お
い
て
、
今
で
も
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の
協
力
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
ヘ
の
断
罪
を
探
索

し
続
け
て
い
る
姿
勢
と
比
較
し
た
と
き
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て

も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

100

（
1
）
　
有
末
賢
「
現
代
社
会
と
社
会
学
の
『
知
の
困
難
』
」
『
三
色
旗
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
）
第
六
二
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、

　
四
頁
。

（
2
）
有
末
賢
「
戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
の
変
化
i
余
暇
と
自
己
実
現
を
中
心
に
ー
」
『
法
学
研
究
』
第
六
七
巻
第
一
二
号
、
一

九
九
四
年
一
二
月
、
五
五
－
八
八
頁
。

（
3
）
　
有
末
賢
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
ー
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
日
本
社
会
ー
」
田
中
宏
・
大
石
裕
編
『
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ

　
ィ
ア
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
出
版
）
』
所
収
、
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
二
五
一
－
二
八
三

頁
。

（
4
）
　
同
右
、
二
七
四
頁
。

（
5
）
　
見
田
宗
介
・
栗
原
彬
・
田
中
義
久
編
『
社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
、
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
項
目
で
は
「
変
わ

　
る
こ
と
の
保
た
れ
る
斉
↓
性
、
連
続
性
の
部
分
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
同
一
性
）
の
機
軸
で
あ
る
。
」
（
栗
原
彬
執
筆
）
と
記
述
さ
れ
て

　
い
る
。
森
岡
清
美
・
塩
原
勉
・
本
間
康
平
［
編
集
代
表
］
『
新
社
会
学
辞
典
』
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
、
に
お
い
て
は
、
「
自
我
に
よ
っ
て

統
合
さ
れ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
社
会
お
よ
び
文
化
と
ど
の
よ
う
に
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
言
葉
。
」
（
草
津
攻
執



戦後日本社会のアイデンティティ論

筆
）
と
あ
る
。
濱
嶋
朗
・
竹
内
郁
郎
・
石
川
晃
弘
編
『
社
会
学
小
辞
典
【
新
版
】
』
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、
に
よ
る
と
、
「
エ
リ
ク
ソ
ン

　
の
中
心
概
念
の
一
つ
。
同
一
性
ま
た
は
自
己
同
一
性
と
訳
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
客
観
的
に
は
人
格
（
と
き
に
は
集
団
や
共
同
体
）
の
統

合
性
と
一
貫
性
を
示
す
概
念
。
主
観
的
に
は
自
分
が
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
で
あ
る
と
い
う
確
信
な
い
し
感
覚
を
い
う
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、

自
分
の
不
変
性
と
連
続
性
を
周
囲
の
他
者
も
認
め
て
い
る
と
い
う
確
信
・
感
覚
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
社

会
学
小
辞
典
【
新
版
】
』
に
は
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
拡
散
」
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
」
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」
と
さ
ら
に
項

目
が
続
い
て
い
る
。
一
方
、
そ
れ
に
対
し
て
福
武
直
・
日
高
六
郎
・
高
橋
徹
編
『
社
会
学
辞
典
』
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
、
に
お
い
て
は
、

　
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
項
目
は
存
在
し
て
い
な
い
。
エ
リ
ク
ソ
ン
の
著
作
の
翻
訳
以
後
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
戦
後
日
本
社
会
の
ア
イ

　
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

（
6
）
　
N
・
ア
バ
ー
ク
ロ
ン
ビ
ー
／
S
・
ヒ
ル
／
B
・
S
・
タ
ー
ナ
ー
（
丸
山
哲
央
監
訳
・
編
集
）
『
新
し
い
世
紀
の
社
会
学
中
辞
典
』
ミ

　
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
（
Z
一
8
一
霧
＞
び
R
2
0
∋
玄
p
oo
3
℃
箒
＝
＝
三
き
α
ω
身
讐
oo
。
↓
＝
ヨ
雲
↓
ミ
、
§
鴫
ミ
ミ
b
母
、
ミ
嚇
ミ
づ
、

　
ミ
G
リ
ミ
ミ
o
畦
．
℃
窪
讐
ぎ
ω
o
o
5
［
巳
．
一
9
3
P
這
o。
ト
お
○。
o

。
」
㊤
漣
）
に
は
、
．
ε
①
葺
一
身
．
の
項
目
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
九
年
版

　
の
最
新
の
『
ペ
ン
ギ
ン
社
会
学
辞
典
』
に
は
、
、
置
o
鼻
一
身
．
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
R
・
ブ
ー
ド
ン
、
P
・
ベ
ナ
ー
ル
、
M
・
シ
ェ

　
ル
カ
ウ
イ
、
B
－
P
・
レ
イ
キ
ュ
イ
エ
ー
ル
編
（
訳
者
代
表
宮
島
喬
、
杉
山
光
信
、
梶
田
孝
道
、
富
永
茂
樹
）
『
ラ
ル
ー
ス
社
会
学
事

典
』
弘
文
堂
、
］
九
九
七
年
（
刃
ゆ
○
＆
o
p
型
ゆ
霧
轟
三
の
ζ
。
○
冨
芽
8
β
甲
型
［
g
⊆
畜
び
b
ミ
、
o
ミ
ミ
、
ミ
魯
ミ
G
。
曾
ミ
轟
鳶

　
ト
ミ
ミ
～
鴇
“
　
お
3
）
に
お
い
て
は
、
単
一
の
．
こ
窪
葺
o
、
の
項
目
は
な
い
が
、
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
［
仏
二
号
旨
ぎ
8
幕
？

　
二
話
］
と
い
う
項
目
は
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

撃」撃£社旦3
有
末
賢
「
戦
後
日
本
社
会
の
価
値
意
識
の
変
化
」
前
掲
、
六
一
－
六
二
頁
、
「
図
4
心
の
豊
か
さ
か
　
物
の
豊
か
さ
か
」

自
己
否
定
の
契
機
を
通
し
て
、
歴
史
や
社
会
の
全
体
像
に
迫
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
論
は
、
色
川
大
吉
『
あ
る
昭
和
史
』

一
九
七
五
年
、
同
『
歴
史
の
方
法
』
大
和
書
房
、
一
九
七
七
年
、
な
ど
を
参
照
。

片
桐
雅
隆
『
自
己
と
「
語
り
」
の
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
六
頁
。

同
右
、
六
六
頁
。

数
土
直
紀
『
理
解
で
き
な
い
他
者
と
理
解
さ
れ
な
い
自
己
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

浅
野
智
彦
『
自
己
へ
の
物
語
論
的
接
近
－
家
族
療
法
か
ら
社
会
学
へ
　
　
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
】
年
。

参
照
。

中
央
公
論

1〔）1
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（
1
3
）
　
片
桐
雅
隆
『
過
去
と
記
憶
の
社
会
学
↓
目
己
論
か
ら
の
展
開
1
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
1
4
）
　
西
原
和
久
『
自
己
と
社
会
－
現
象
学
の
社
会
理
論
と
〈
発
生
社
会
学
〉
ー
』
新
泉
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
1
5
）
　
野
口
祐
二
『
ア
ル
コ
ホ
リ
ズ
ム
の
社
会
学
ー
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
近
代
i
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
一
八
六
頁
。

（
1
6
）
　
国
轟
3
閃
」
ω
ぎ
き
α
評
鼠
o
一
四
7
≦
8
ρ
Q
欝
§
罫
骨
§
駄
ミ
亀
ミ
誉
あ
＞
O
国
℃
呂
浮
呂
o
霧
曽
お
8
。
に
よ
る
と
、
近
代

　
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
権
）
が
政
治
的
、
社
会
的
権
利
と
し
て
「
市
民
革
命
」
に
よ
っ
て
、
獲
得
さ
れ
て
き
た
性
格
が
あ
る
の

　
に
対
し
て
、
近
年
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
、
あ
る
い
は
先
住
民
族
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、
文

　
化
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
主
張
は
、
社
会
的
属
性
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
源

　
を
発
し
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
。

（
1
7
）
　
有
末
賢
「
再
帰
性
と
自
己
決
定
権
」
前
掲
、
の
注
（
1
7
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
選
べ
る
関
係
」
と
「
選
べ
な
い
関
係
」
に
つ
い
て

　
は
、
上
野
千
鶴
子
「
祭
り
と
共
同
体
」
井
上
俊
編
『
地
域
文
化
の
社
会
学
』
所
収
、
世
界
思
想
社
、
一
九
八
四
年
、
四
六
－
七
八
頁
、
参

　
照
。

（
1
8
）
　
戴
エ
イ
カ
『
多
文
化
主
義
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
。
宮
永
國
子
編
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

　
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
な
ど
参
照
。

（
1
9
）
　
慶
鷹
義
塾
大
学
一
二
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
多
文
化
多
世
代
交
差
世
界
の
政
治
社
会
秩
序
形
成
－
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民

意
識
の
動
態
1
」
（
拠
点
リ
ー
ダ
ー
”
小
林
良
彰
教
授
）
の
ー
．
市
民
意
識
日
本
分
析
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
の
「
1
－
2
・
戦
後
市
民
意
識
研

究
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
」
（
萩
原
能
久
教
授
と
有
末
な
ど
）
に
お
い
て
、
今
後
、
こ
の
課
題
を
追
求
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
山
之
内
靖
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
シ
ュ
マ
ン
・
成
田
龍
一
編
『
総
力
戦
と
現
代
化
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
。
酒
井
直
樹
・
ブ
レ
ッ

　
ト
・
ド
・
バ
リ
ー
・
伊
豫
谷
登
士
翁
編
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
脱
構
築
』
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
、
お
よ
び
、
中
野
敏
男
『
大
塚
久
雄
と

丸
山
眞
男
ー
動
員
、
主
体
、
戦
争
責
任
1
』
青
土
社
、
二
〇
〇
一
年
な
ど
を
参
照
。
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